２０１１年１１月５日バガヴァッド・ギーター勉強会
· 読み：第３章３1～４３節

· 勉強：第１４章１９～、第２章２０～
９月の講話では、どのように三性質（トリグナ）を超越するかについて話しました。

　全ての行為は自分がするのではなく、これら三性質の作用に他ならぬ事を知り、

　しかも至上主はこれら三性質を超越した存在であることを知る人は、私のものへと

　到達する。//第１４章１９節

「超越した存在」が大切なポイントです。全てのグナを超越した存在です。

ここでは２つポイントがあります。ひとつは「超越したもの」は何か？もうひとつは「私」は何か？
「私」とはクリシュナ神の事であり、絶対の真理のこと。ここでクリシュナ神は人間としてではなく、絶対の真理と自分を同一化して語っています。三性質を超越し絶対の真理を悟れば、その結果は神聖なものとなります。超越するとは絶対の真理を悟ること、逆に言えば絶対の真理を悟ればそれが超越です。
絶対の真理とウパニシャットのブラフマンは一緒です。
バガバットギータの中には、ブラフマンのことだけではなく、アートマンについても書かれています。アートマンとブラフマンの特徴は同じです。
９月の講話では、アートマンについても話してきました。アートマンの言葉の源は、
Aｔ（遍在する=動詞）＋manin（接尾辞）＝アートマン
また、9月の講話で、第２章１７、１８、２０節を説明しましたが、全部終わりませんでしたので、２０節を説明します。

魂（真我アートマン）は生まれることも死ぬこともなく、かつて現れたこともなく、

これから現れることもない。それは、生まれもせず永遠にあり続ける最も古い存在で、たとえ肉体が壊れても、壊されることはない。//第２章２０節

全ての物、全ての生き物には６つの状態があります。ジャーヤテー（Jayate生まれている）、オスティ（Asti一時的存在）、ボルダテ（Vardhate育つ）、ビポリナマテ（Viparinamate変化する）、オポクシマテ（Apakshiyate衰える）、ナッシャティ（Nashyati亡くなる）。
アートマンには、この６つの状態はありません。なぜならアートマンは形も性質も存在も無く、相対的ではないからです。普通全ての生物は、形も性質もあり相対的です。相対的なものとは、時間・空間・原因の３つにより限定されている存在です。

第２章２０節のアジョー（Ajo）はサンスクリットのjon（生まれる）という動詞から派生したjoの否定形です。その元のjonは英語のGeneric, Genetic, Gene, Generate,などの言葉の語源となっています。これらはインド・ヨーロッパ言語に属しています。

Hanyate hanyamane sarire　：形はなくなっても、アートマンはなくなりません。
“アートマン（内なる自己）”と“体”は違います。我々の本性はアートマンで永遠であるにもかかわらず、体が無くなる時、死の恐怖を覚えます。その理由ををモドゥスダナ・サラスワティ（Madhusudana Sarasvatiインドの有名な聖者で学者であり、バガヴァッド・ギータの注釈者）は、次のように説明しています。「“肉体”を“アートマン”に重ね合わせて（Adhyaropa＝super-imposition）しまっているから死の恐怖を抱いてしまう。」
有名なヴェーダンタの縄の例があります。暗い時、縄と蛇を間違える。それは、縄に蛇を重ね合わせてしまったからです。
同じく霊的な無知の影響（マーヤ＝幻）で、体をアートマン（内なる自己）に重ね合わせてしまい、自分で「私は体」と間違って考えてしまう為、体が無くなると自分もなくなると思ってしまっている。
本当は、体が無くなっても、アートマンはなくなりません。

プリター妃の息子（アルジュナ）よ！このように魂が不生不滅、不壊不変であることを知る者が、どうして誰かを殺したり、また誰かに殺されたりすることなど、あり得ようか。

//第２章２１節

アートマンを悟った人は自分の中に暴力もなく純粋なので、人を殺したりしないのは理解できます。しかし殺されもしないとはどういうことでしょうか。

ひとつ有名な例があります。ギリシャの偉大な王であるアレキサンダー大王がインドへ遠征してインドの王を打ち負かした後、有名な聖者に会いに行きました。聖者の話に感銘を受けたアレキサンダー大王は聖者に「自分の国へあなたを連れて行きたい。」と言いましたが、その聖者（その時日光浴をしていた）はその申し出を断りました。その返事に激怒したアレキサンダー大王は、殺すことをほのめかしましたが、聖者は笑いながら、「間違ったことを言わないでください。あなたは私（アートマン）を殺すことはできない。」と言いました。（肉体を殺しても、アートマンは永遠だから）。

聖者はその事を悟って理解していたので、恐怖も感じませんでした。
人が古くなった衣服を脱ぎ捨て、新しい別の衣服に着替えるように、魂も、使い古した肉体を捨て去り、新しい肉体を纏っていくのだ。//第２章２２節

普通、古くなった服は捨ててしまいます。アートマンも同じく、肉体を持って生まれ、悟るまで自己成長を続けます。その時、古く弱くなった肉体で自己成長（新しい働き）を続けるには限界があるため、新しい肉体に入り、自己成長を続けます。ですから「死」は決して否定的な事ではありません。我々は、古い服に執着を持ちませし、新しい服を買ってもらうと喜びますが、体については、病気をして弱くなっても執着してしまいます。服と体の違いは、その「執着」です。その事を理解すると、死の恐怖は無くなります。

大切なことは“何歳まで生きるか”でなく、“最後まで元気で良く生きる”という事です。
次の項目は、ブラフマンとアートマンの関係です。ブラフマンとアートマンの違いは、

偉大なレベルでは「ブラフマン」、個人的なレベルでは「アートマン」ということです。

違いはレベルだけです。

インド霊性の偉大な方程式は、
「Sha（That）＋Aham（I am）」（私はそれである：ここでのそれ＝Thatはブラフマン）

「Ayam　Atma　Brahma」（この内なる自己はブラフマンなり）

これはアインシュタインの有名な物理学の公式　E=MC２　にも対比されるべき霊性の基本公式です。

スワミ・ヴィヴェーカナンダは、「私は神様です。」と言いました。それは、“私の本性（内なる自己）と神（ブラフマン）は一緒だ”と理解していたからです。

アートマン（内なる自己）とブラフマン（絶対の真理）を理解し、３つのグナを超越するとその事が分かるようになります。

感覚は肉体より優れ、心は感覚より優れ、知性は心より優れているが、かれ（魂：アートマン）は知性よりさらに優れている。//第３章４2節

最初から「内なる自己」を説明せずにこのように順を追って説明している理由は、我々はどうしても「体」にフォーカスしてしまうので、まず肉体から始めて徐々に識別をしないでいきなり「内なる自己」を理解するのは困難だからです。
例えば、力（体）で考えると、遠くまで移動する場合、歩いていくと時間はかかるが、「目」は一瞬で目的の場所を見ることができます。なので、体より感覚が優れていると説明されています。次に感覚にはリミットがありますが、心は瞬時に目では見えない場所を考えたり体と感覚をコントロールしている為、感覚より優れています。心より知性が優れているというのは、知性が心をコントロールしているからです。そしてアートマンは、それら全ての持ち主なので一番優れています。その事をゆっくりきちんと識別すると、私は体でも心でもなく、アートマン以外全てのものは一時的で相対的であることを理解します。アートマンだけが永遠です。その事により、３つのグナを超越することができます。

しかし我々は、体・感覚・心・知性と自分を同一視しています。その為に執着や無知が生まれたり、束縛されたり、苦しんだりします。
きちんと識別することにより「私は内なる自己」であると理解し、自分が永遠な存在で、魂と同一ある事を悟り３つのグナを超越します。

スワミ・ヴィヴェーカナンダは、西洋でヴェーダンタについて説明をしました。
「一番大切なことは、我々はアートマン（内なる自己）で魂で永遠であり、体・感覚・心ではありません。今の皆さんの状態は、自分は体で、弱く、束縛されているといる催眠術にかかっている。しかし、皆さんの本性は永遠でアートマンです。」と。

まとめますとアートマンを悟るには

（1） 感覚と体のコントロール

（2） ゆっくり識別し、自分の本性・魂にフォーカスする。(ギャーナの道)

これによって３つのグナの影響を超越します。

もう一つバガヴァット・ギータのヴァクティ・ヨガでも、三性質を超越することができます。
不動の信仰心をもって私に仕える人こそ、これら三性質を乗り越え、遂にはブラフマンに到達する資格を有する人、なのだ。//第14章26節

ここで「不動の信仰心」とは一点集中（one pointed devotion）の神への愛という意味です。

普通我々の愛は神、家族、所有物、仕事、など多くに向けられており、これは分散した愛です。

聖書に書かれている「二人の主人に仕えることはできない。」は、神様と世俗的なものを一緒に愛することはできないという意味です。
神様への集中した愛だけが、悟りにつながります。
それは、世俗の生活を捨て神様の事だけを考えるのではなく、普通の生活の全てを霊的にすることであり、仕事は神様に頂き、仕事の結果は神様への捧げものとして生活する。仕事・生活・人間関係全てを神様との関係として愛をもって行うことにより悟りにつながります。
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